
地

球

第
二
甘
義
春

第

7
親
昭
竿

-

月

盲

兵
庫
願
有
鹿
町
西
南
箱
三
紀
静
の
構
造JJ

(
問
倣
第

.E
版
附
)

治

嚢

次

郎

一､
緒

言

本
研
究
は
文
部
省
自
然
科
学
研
究
費
の
補
助
を
得
て
行
心
た
る
.
六
甲
山
魂
の
研
究
の
1
部
で
あ
る
｡
紳
月
有
馬

電
気
鉄
道
に
ょ
-
て
湊
川
輝
を
出
づ
れ
ば
'
電
気
地
道
は
主
と
し
て
北
行
し
っ
J
'
花
園
岩
の
谷
合
を
縫
払
､
暫
-

ほ
し

で箕
谷
輝
に
着
-
?
箕
谷
附
近
よ
わ
電
銭
は
東
北
は
折
れ

て下
谷
上

･
大
池

こ
ハ
甲
登
山
口

｡
唐
橋
等
の
諸
騨

恕
過
ぎ
て
有
馬
町
は
向
ふ
｡
下
谷
上
の
西
南
よ
-
六
甲
寮
山
口
の
光
北
に
至
る
約
五
粁
の
間
は
第
三
紀
層
の
発
達
す

る
匿
域
で
あ
っ
て
.
乙
の
霞
城
の
E西
北
に
は
激
高
四
五
六
米
の
山
地
が
あ
っ
tJ
､
様
式
的
在
る
断
層
崖
を
東
南
に
向

け
て
は
ヾ
直
線
状
に
走
-,{

兼
苗
に
は
双
子
山
(
六
〇
五
米
)
を
畢
向
と
す
る
山
地
が
奪
え
て
或
は
急
崖
を
か
し
､
或

は
凹
凸
不
規
則
在
る
境
界
を
劃
し
て
存
在
す
る
｡
rJ
の
両
山
地
の
商

は
あ
る
節
三
瓶
層
は
､
恰
も
繭
を
酉
北
は
､
脊

兵
楯
噛
有
拭
町
田
鯖
節
三
和
厨
の
耕
法



地

球

妨
二
十
五
番

解

-1
班

こ

こ

を
東
南
は
向
け
た
櫛
状
む
を
し
､
両
端
に
幅
狭
-
中
央
に
頗
-
､
最
贋
的

㌻

二
粁
'
頗
高
三
七
〇
米
以
下
の
低
-

起
伏
せ
る
丘
陵
地
よ
･a
在
る
｡
丘
陵
上
の
形
勝
地
に
は
病
院

｡
住
宅

｡
遊
園
地
等
の
文
化
施
設
が
経
常
ruれ
つ
J
あ

っ
て
､
阪
細
大
都
市
の
郊
外
地
た
る
の
威
を
操
か
ら
し
め
て
ゐ
る
O

二
､
第
三
紀
暦
の
暦
序

第
三
紀
暦
は
武
庫
郡
山
田
村
と
有
馬
郡
有
野
村
と
は
踏
み
､
大
部
分
は
出
田
付
に
属
す
る
を
以
て
'
之
を
山
田
第

三
恕
暦
と
呼
び
､
其
の
厚
ru
は
概
測
二
五
〇
兼
乃
至

二
〇
〇
米
前
後
と
推
定
さ
る
｡
山
田
村
車
上
谷
上
の
東
方
.
山

田
川
底
に
は
断
層
を
隔
て
J
l一
ヶ
所
に
植
物
化
石
の
産
地
が
あ
-
､
同
村
下
谷
上

･
有
野
村
上
唐
横
の
路
傍
等
ほ
も

保
存
不
完
全
在
る
植
物
化
石
を
産
す
｡
第
三
紀
層
の
岩
質
は
白
色
の
在
来
質
の
も
の
液
も
多
-
､
基
底
部
に
は
磯
岩

砂
岩
が
あ
る
｡

こ
れ
等
の
地
層
の
性
質
よ
与
見
れ
ば
六
甲
山
地
の
西
方
に
頗
-
分
布
せ
る
中
新
世
第
三
紀
層
奥
畑
暦

の
基
底
部
よ
少
監
制
膚
(獅
糾
鯛

詔
柑
遣

)は
封
此
せ
ら
る
ゝ
も
の
で
あ
る
｡

(A
)碁

磐

山
田
第
三
紀
層
の
基
磐
は
花
園
岩
及
び
石
英
粗
面
岩
で
あ
る
｡
花
簡
岩
は
六
甲
山
塊
の

-i
部
を
構

成
す
る
も
の
服

し
て
黒
雲
母
花
園
岩
在
る
･G
P
屡
々
角
閃
石
の
結
晶
を
散
鮎
す
る
｡
荘
尚
岩
は
地
域
の
楽
部
は
磨
-

露
出
し
､
不
規
則
在
る
噴
射
を
作
L
t
第
三
配
暦
と
は
不
整
合
を
以
て
境
す
る
.

叉
､
地
域
の
西
北
断
崖
の
麓
に

一

小
部
分
に
互
-
て
花
園
岩
の
露
出
地
あ
-
､
第
三
紀
層
と
は
断
層
を
以
て
堕
し
'
断
崖
上
に
も
第
三
紀
層
の
基
底
を

な
し
て
小
地
域
に
露
出
す
る
｡
こ
れ
等
の
花
岡
岩
は
断
層
を
以
て
石
英
粗
面
岩
の
上
磐
を
被
穫
し
､
衝
上
構
造
を
有

す
る
鮎
は
極
め
て
研
究
の
興
味
を
保
か
ら
し
ひ
る
瓢
で
あ
る
｡



.S
英
粗
面
岩
は
第
三
紀
暦
の
周
囲
に
鹿
-
分
布
し
､
花
園
岩
地
以
外
の
噴
出
岩
は
金
部
本
岩
は
属
す
る
｡
南
方
に

於
て
は
双
手
山

･
丸
山
(
四

二

兼
)
の
山
地
を
作
し
､

一
部
に
第
三
紀
層
に
よ
-
不
整
合

に
被
は
る
!
慶
あ
る
も
'

北
側
斜
面
は
急
斜
し
~
直
線
状
計Jな
し
断
層
を
以
て
第
三
紀
暦
と
境
す
る
｡
北
方
に
於
で
も
大
部
分
は
断
層
を
以
て

境
す
る
も
､
断
層
崖
上
に
於
で
は

一
部
分
第
三
紀
暦
基
磐
を
以
て
不
整
令
に
被
覆
さ
る
塵
が
あ
る
｡
東
北
部
唐
堰
の

四
万
7--
不
整
合
を
以

て第
三
紀
暦
と
功
し
､
北
方
は
洪
積
層
に
被
は
る
｡

南
方
双
手
山
の
石
英
粗
面
岩
は
-
ソ
イ
デ

ィ
ッ
ク
の
部
分
も
あ
る
が
'
北
方
に
あ
る
も
の
は
多
-
は
牧
場
質
に
し

て流
状
構
造
は
極
め
て
顕
著
な
る
も
の
が
多

い
｡
岩
石
は
黒
色
の
も
の
叉
は
衣
色
の
も
の
等
種
々
の
岩
和
む
有
す
る

｡

(
苗
)
第
三
紀
層
の
基
底

地
域
の
北
方
約
四
五
〇
米
以
上
の
山
頂
に
於
で
基
磐
岩
を
薄
-
被
擾
せ
る
磯
岩
及
び
溌

水
質
砂
岩
は
基
底
磯
岩
に
し
て
､
南
方
は
断
層
ほ
て
裁
断
さ
れ
綾
に
浸
蝕
に
抵
抗
せ
る
部
分
を
残
し
､
其
の
厚
ru
一

〇
米
以
内
と
推
定
さ
る
｡
下
谷
上
部
落
の
相
方
'
山
田
川
底
'
並
に
地
域
の
東
南
部
石
英
粗
面
岩

･
花
樹
岩
と
の
境

堺
に
於
て
は
沖
積
層
叉
は
毘
錐
に
被
麗
ru
る
J
を
以
て
明
に
調
査
し
如

き
も
､
出
田
川
上
流
桶
花
谷
と
地
獄
谷
と
の

人
目流
地
の
谷
底
に
放
て
は
花
園
岩
む
不
整
合
に
被
覆
し
､
西
に
三
十
度
の
傾
斜
を
以
て
純
色
の
磯
岩
､
砂
岩
及
び
質

岩
を
解
出
し
､
何
れ
も
凝
炭
質
に
し
て
貢
岩
中
に
は
植
物
化
石
の
破
片
を
有
す
｡
双
子
出
の
東
方
三
の
谷
の
川
底
に
ノ.

も
線
色
の
基
底
岩
を
見
る
｡
其
他
双
子
山
の
両
方
石
基
粗
面
岩
の
山
上
に
は
北
方
は
断
暦
に
よ
み
て
載
断
さ
れ
て
小

匿
域
に
基
底
岩
を
保
存
し
て
ゐ
る
｡

(C
)下

層

基
底
磯
岩
上
に
整
合
は
堆
積
し
旋
次
岩

･
砂
岩

･
指
頭
大
の
磯
を
混
ず
る
粗
粒
砂
岩
並
に
磯
岩
よ

～,,成
-
､
其
の
厚
ru
二
二
〇
米
以
上
に
及
ぶ
も
の
と
推
定
す
｡
箕
谷
よ
み
下
谷
上
は
到
る
間
は
放

て山
田
川
沿
岸
廃

兵
紬
僻
村
鵬
町
西
南
妨
三
紀
厨
の
雑
拙粒

Trl

三



地

球

第

二
十
先
程

節

一
統

四

々
に
露
出
す
る
｡
上
谷
上
の
東
南
山
麓
｣
こ
の
谷
以
来
の
山
麓
に
も
鹿
-
露
出
L
p
仮
想
断
暦
甚
依
み
て
断
た
る
も
を

の
西
北
は
於
で
二
相
の
向
斜
､

一
個
の
背
斜
構
造
む
な
し
庶
-
露
出
す
る
｡
地
域
の
北
東
六
叩
登
山
口
附
近
ほ
於

で

は
第
四
離
層
に
被
覆
さ
る
･J
も
北
部
は
西
南
方
は
傾
斜
L
t
庸
部
は
班
北
方
に
傾
斜
し
て
露
出
す
る
O

(E3
)中

層

下
層
の
上
部
に
は
厚
ru
一
米
以
内
の
石
英
粗
面
岩
贋
の
白
色
ほ
し
で
監
視
撤
密
な
る
藤
森
岩
暦
あ

わ
､
下
谷
上
の
南
方
､
六
甲
登
山
日
曜
西
南
芳
川
底
､
大
池
騨
阿
南
断
暦
に
近

さ
谷
底
其
他
は
露
出
す
る
｡
本
岩
層

と
同

一
の
岩
層
は
酬
月
韓
丸
山
遊
園
地
内
･り
第
三
紀
層
中
に
於
で
も
之
を
見
る
｡
其
他
'
中
層
は
磯
岩
は
稀
に
し
て

白
き
産
衣
貫
岩

｡
凝
衣
砂
岩
を
主
と
し
､
暦
犀
約

一
〇
〇
米
以
上
あ
る
も
の
と
考

へ
ら
る
｡

本
暦
の
下
方
､
石
基
粗
面
岩
質
産
衣
岩
の
上
方

一
〇
飴
米
の
層
位
に
は
薄

さ
褐
窮
暦
が
あ
っ
て
上
谷
上
の
東
北
に

で
は
約

一
五
糎
､
同
東
南
ほ
て
は
二
〇
糎
に
及
ぶ
も
岩
質
は
粗
悪
で
あ
る
｡
腫
物
化
石
は
同
層
位
に
近
く
産
し
､
上

谷
上
の
東
方
､
川
田
川
底
ほ
て
は
六
米
の
練
色
産
衣
砂
岩
の
下
に
三
〇
糎
の
砂
貿
磯
岩
が
あ
-
､
そ
の
下

に
三
.〇
糎

の
友
黒
色
貫
岩
､
六
糎
の
砂
岩
､
三
糎
の
褐
泉
､
三
米
の
凝
衣
頁
岩
を
露
出
L
t
衣
黒
色
軍
岩
は
赦
密
ほ
し
で
保
春

精
良
好
な
る
植
物
化
石
を
郎
減
す
る
O
其
の
東
方
は
断
暦
に
断
た
れ
､
虹
に
ニ
ー
三
月
の
水
軍
小
屋
の
西
南
方
川
底

に
同

一
化
石
暦
を
露
出
す
る
.
前
島
壁
土
の
奥
州
懸
崖
の
化
石
層
に
封
此
し
得
る
も
の
で
あ
る
｡

上
谷
上
部
蕗
の
東
方
､
山
田
川
底
採
集
の
僻
物
化
石
は
次
の
三
種
で
あ
る
｡

Q
uercus
sp.,
P
o
p
u
tu
s
s
p
,.

C
arp
inus
sub
cord
ata
N
ath
.,

同
東
方
水
車
小
屋
下
'
山
田
川
底
採
集
の
植
物
化
石
は
次
の
六
種
で
あ
る
｡

C
o
niog
ram
m
e
a
桶
,

f
r

atin
e
a

F
6
e
,
C
a
rex
?
s
p
."
S
al
ix
?
s
p
..
P
in
u
s
s
p
.,
F

agu
s
s
p
-.
C
a
stan
ea
V

ul
g
ari
s
L
am
.



其
他
六
甲
荘
川
口
輝
と
大
池
輝
と
の
間
の
斯
道
傍
の
黒
色
貫
岩
'
下
谷
上
の
路
傍
等
に
も
保
春
木
完
金
な
る
植
物
化

石
を
棚
減
す
る
.

中
層
は
下
谷
土

･
上
谷
上
附
近
に
で
は
南
北
北
ハに
断
層
に
断
た
れ
'
向
斜
を
な
し
て
存
在
し
'
を
の
光
は
断
簡
に

載
ら
れ
､
史
に
向
斜
暦
を
な
し
北
方
は
断
層
に
我
ら
る
｡
大
池
の
東
方
に
於
で
は
南
北
に
近
さ
走
向
を
と
わ
,
偶
方

妨-個 第三紀管と第四紀層上の不整合

(下谷上'嫡町,C至る路傍)

ミニ

A-A は不盤台放,解三組胤1-j帥1N50W,氷北L,I15臆の傾
斜次色砂払 祐決を有する砂岩 ,牲次砂払 褐淡胤 捌捕 桝 ･'-
よ!)成t),†耶Lも凝次質,南北 の 小酬削てて織らるo不盤 合線
以上は眺酎馴こして水21咽 なるもイ即馴亡欝み糸底碓 あ 1),仝
膜さ約7米O

兵
棚
鵬
材
-i?町
何
箱
節
三
紀
暦
の
構
法

は
衝
上
断
層
に
ょ
-
て
敢
ら
れ
る
が
如
-
で
あ
る
｡

(

E

)
上

層

上
層
は

一
五
米
前
後
の
薄

さ
暦
に
し
て
､
主
と

し
て
磯
岩

･
砂
岩
よ
み
成

少
'
酉
方
ほ
て
は
下
谷
上
よ
少
上
谷
上

附
淀
の
向
斜
軸
に
添
ひ
て
露
期
し
'
東
方
ほ
て
は
大
池
北
方
の
断

層
に
近
-
急
傾
斜
を
以
て
存
在
す
る
｡

(
F
)
第
四
紀
層

第
四
紀
洪
積
磯
層
は
著
し

Fu不
整
合
を
以
て

節
三
配
暦
を
被
覆
す
る
も
､
多
-
は
浸
蝕
し
去
ら
れ
又
は
不
規
則

に
第
三
紀
層
上
を
被
ひ
て
岩
層
の
露
出
を
慈
し
-
す
る
｡
下
谷
上

部
落
に
建
造
中
の
病
院
下
の
路
傍
の
不
生
食
は
極
め
て
明
瞭
で
あ

わ
'
北
軍

0
度
酉
'
東
北

へ
l
五
度
の
傾
斜
を
有
す
る
荘
衣
砂
岩

貫
岩
層
を
水
平
健
を
以

て本
姓
合
に
視
程
し
.
下
底
は
荘
園
岩
の

大
塊
と
古
生
暦
磯
と
を
有
す
る
鹿
骨
で
厚
rb
.1
米
以
上
舵
及
び
､

上
層
は
偶
暦
に
富
み
､
埋
れ
水
社
有
す
る
砂
層
と
在
か
､
金
厚
七

記

五



地

線

壁

.1工
j
懸

終

.i
雛

六

六

〆

米
に
及
ぶ
(
第

一
固
)
｡

定
に
唐
低
部
落
の
北
方
に
は
磨
き
地
域
を
占
め
る
駄
精
管
が
あ
っ
て
地
表
は
耕
作
地
と
在
っ

て
居
る
｡
飼
､
六
甲
山
地
西
方
に
は
花
尚
岩
又
は
石
英
粗
面
岩
を
被
覆
せ
る
礎
暦
が
屡
々
あ
っ

て'
第
三
紀
静
夜
･少

や
第
四
紀
層
な
ら
や
､
置
別
に
的
難
在
る
乙
と
あ
-
と
雛
も
'
第
三
紀
層
に
巌
す
る
も
の
は
凝
衣
質
岩
石
を
件
ふ
む

以
て
之
を
直
別
し
得
る
｡

三
､
第
三
紀
暦
の
構
造

山
旺-
第
三
紀
層
は
其
の
地
域
威
大
な
ら
ず
と
錐
も
載
尚
岩
と
石
英
粗
面
岩
と
の
間
に
狭
衣
し
､
稀
複
難
在
る
構
造

む
な
す
0

(
A
)衛
上
断
層

唐
横
の
氷
南
に
北
五
〇
度
酉
､
西
南
に
七
〇
度
前
後
の
傾
斜
を
有
す
る
断
層
の
上
磐
'
即
ち
西

南
は
荘
園
岩
に
し
て
､
下
県
即
ち
東
北
は
石
英
粗
面
岩
で
あ
る
.
本
断
層
は
有
馬
町
衆
方
よ
み
'
同
町
南
方
を
過
ぎ

て
湯
槽
谷
山
の
南
､
茄
子
谷
を
経
由
し
､
蓬
山
の
中
腹
を
か
す
め
て
凍
る
急
傾
斜
衝
上
断
層
の
通
庸
に
し
て
､
史
に

西
北
に
延
長
し
'
第
三
紀
層
中
を
過
ぎ
其
後
の
断
層
に
て
戴
断
ru
る
/
塵
あ
る
も
､
佃
延
長
し
て
石
英
粗
面
岩
上
に

乗
る
｡
乙
の
部
分
は
放
て
は
尾
根
に
は
花
闘
岩
あ
る
も
谷
に
は
石
英
粗
面
岩
あ
ゎ
'

一
部
の
花
尚
岩
は
山
頂
に
近
-

第
三
紀
層
の
基
底
磯
岩
下
に
布
衣
す
｡
こ
れ
等
の
現
象
よ
-1
見
れ
ば
､
五
〇
度
以
下
'
或
は
三
〇
度
前
後
の
傾
斜
を

有
し
て
韮
掃
岩
は
石
英
粗
面
岩
上
に
押
し
上
げ
ら
れ
た
る
に
非
ず
や
と
も
皿
は
る
｡
rJ
の
衝
上
断
層
は
上
谷
上
の
東

北
に
於
で
'

-1
時
北
二
〇
度
酉
の
正
断
暦
に
よ
み
て
我
ら
る
ゝ
も
､
再
び
三
の
谷
の
間
に
現
は
れ
'
双
子
山
の
石
英

粗
面
岩
の
南
境
を
限
-
て
進
に
筒
に
連
縛
す
る
｡



載
陶
岩
の
衝
上
運
動
は
山
田
第
三
紀
層
に
影
響
し
､
そ
の
中
央
部
を
摺
曲
せ
し
め
向
斜
暦
と
背
斜
暦
と
む
作
-,h
t

第
三
紀
層
の
西
南
に
於
で
は
億
に

一
個
の
向
斜
構
造
を
見
､
東
北
に
於
で
は
走
向
主
と
し
て
南
北
､
単
科
構
造
を
な

せ
る
も
の
と
此
し
て
甚
し

き
相
違
堅
不
す
｡
相
､
衝
上
断
層
の
た
め
第
三
紀
層
の
稗
位
状
態
､
大
池
附
近
に
於
で
南

方
の
下
層
が
北
方
の
中
層
上
に
衝
上
せ
る
状
況
'
並
に
唐
横
の
西
方
附
近
に
於
て
南
方
の
下
層
が
北
方
の
下
層
に
衝

上
せ
る
状
況
よ
か
考
慮
せ
ば
移
動
の
状
態
を
推
定
し
程
る
鍵
を
見
出
し
得
る
も
の
で
あ
る
.

(B
)
谷
上
断
層

走
る
断
簡
に
し
て
も
下
谷
上
部
落
の
関
南
よ
少
第
三
紀
層
と
石
英
粗
面
岩
又
は
載
尚
岩
と
の
境
罪
を
な
し
て
東
北
に

地
形
的
は
､
且
つ
暦
位
的
ほ
明
瞭
で
あ
る
が
断
層
線
に
添
ふ
断
層
角
磯
及
び
断
層
粘
土
の
存
在

第二閲 黒雲tij:花園と第三紀

層との間の断層
(上谷上氷北の山粒)

(I) jb

(1)灘野馳花柄岩,(2)断層角襟,rl13来,
石英粗耐iL.i,花揃潜,妙計,確#_1子等のA'1片と蘭
?･111'土とを有す'方IrtJは N70臥 傾斜濁-80斑,
(3)解三紀J酢疑次貫岩及砂岩にして発向N40

E.傾斜は東南-58度O

兵
舶
僻
村
鵬
町
西
南
節
三
紀
暦
の
林
政

は
之
を
覆
し
て
飴
か
あ
る
も
の
で
あ
る
｡
中
村
致
接
も
既
は
近
畿

中
部
の
地
質
構
造
線
と
し
て
.
本
誌
上
は
本
断
層
を
明
示
さ
れ
た
｡

下
谷
上
部
落
内
を
流
る
J
的
田
川
の

-i
支
流
に
北
五

〇
度
束
'

垂
直
の
傾
斜
を
有
す
る
断
層
の
露
出
あ
-
､
石
英
粗
面
岩
は
ミ
ロ

ナ
イ
ト
と
化
し
､
第
三
紀
下
層
は
断
層
に
接
し
砂
岩
は
北
四
〇
度

束
､宙

へ
五
〇
度
の
傾
斜
を
有
し
順
次
に
磯
岩
と
な

み
､
傾
斜
は
漸

次
に
綬
と
な
-
四
〇
捉
以
下
と
な
っ
て
居
る
｡
を
の
東
北

一
粁
'

建
造
中
の
病
院
基
に
於
て
は
断
簡
面
の
石
英
粗
面
岩
は
洗
状
構
造

を
有
L
t
第
三
紀
層
は
北
五

〇
度
某
､
東
南

へ
五
二
度
の
傾
斜
を

有
す
る
｡
以
東
は
蔑
錐
h
t以
て
蔽
は
る
J
も
､
上
谷
上
の
東
北
七

七

七



地

球

姉
二
十
五
番

妨

一
姫

八

八

花
柄
岩
と
第
三
紀
層
と
接
す
る
魔
を
見
る
ほ
断
層
角
灘
は
載
尚
岩
と
第
三
紀
層
と
の
間
に
生
じ
(堅

一間
)､
を
の
帽

三
米
､
凡
そ
北
七
〇
度
東
.宙

へ
八
〇
度
の
傾
斜
を
有
L
t
rJ
れ
ほ
接
し
て
第
三
紀
凝
次
官
岩
は
北
四
〇
度
兼
､
商

へ

五
八
度
の
傾
斜
を
有
す
る
｡
兜
は
断
層
の
露
頭
は
谷
底
各
地
に
露
出
す
る
も
結
審
な
る
は
来
状
隅
に
近

さ
一
寺
院
(多

聞
寺
)
の
聞
方
は
於
で
､
紋
色
の
断
簡
粘
土
は
北
凹
五
度
兼
に
走
ら
､
石
英
粗
面
岩
は
線
色
の
ミ
P
ナ
イ
ト
と
化
す
｡

第
三
紀
砂
岩
は
南
北
又
は
北
四
〇
度
西
の
方
向
を
と
ら
西
に
四
〇
度
の
傾
斜
を
有
す
る
｡
是
等
の
鮎

々
と
し
で
連
頂

す
る
露
頭
を
池
原
す
れ
ば
自
ら
断
層
線
を
描
き
串
,NCa｡
落
差
は
兼
商
に
向
以
凡
そ

LB
三
〇
米
と
推
定
す
る
.

上
谷
上
の
北
方
ほ
て
は
谷
上
断
層
は
中
立
す
る
椴
憩
の
小
断
簡
が
あ
っ
て
'
第
三
紀
基
底
磯
岩
を
上
下
二
段
に
分

I.第三岡 南北断層の解離
(J･_芥上J,'江津泣切刻)

､ ′)__ ホ

(1)磯･ir_.'･戯机粒砂岩'光向N己OE,仰斜西北
-40腔,(2)断層粘土及lEj灘,巾27粗 方向

は N20W. 傾斜束-50度,光I路も,(3)良

色凝次京紫及砂岩,走向N40E,イ柑 卜関北25
庶O

つ
｡
谷
上
断
層
に
附
悔
し
で
蕉
ぜ
る
相
投
断
層
で
あ
る
｡

(C
)山
田
断
層

-;
m
川
の
南
､
双
手
山

･
丸
山
の
北
濃
を
劃
す
る
断

I

層
で
西
方
は
於
で
は
東
西
は
走
ら
､
石
英
粗
面
岩
と
第
三
紀
層
の
間
は
生

ず
る
も
､
米
に
向
S
で
東
北
に
婁
じ
第
三
紀
層
中
を
横
切
る
.
北
落
ち
に

し

て落
差
は
西
方
は
約
八
〇
米
は
及
ぶ
が
如
き
も
'
兼
は
向
以
て
減
少
し

五

〇
米
前
後
と
在
る
.
本
断
簡
は
証
に
莱
牝
に
向
以
第
三
紀
層
を
走
向
断

層
に
近
-
縦
断
し
て
庸
横
万
両
に
向
ふ
が
如
し
｡

(
D
)
三
の
沓
断
層

上
谷
上
の
東
方
に
於

て第
三
紀
層
を
横
断
し
'
且

つ
前
記
の
各
断
層
を
載
わ
敢
も
新
し

さ
生
成
ほ
か
J
る
も
の
で
あ
る
O
明

瞭
在
る
露
頭
は
土
谷
上
の
東
､
醐
有
電
蝕
線
路
に
漆

へ
る
切
-
割
に
露
出



甘

iF

し
､.
北
二
C
虎

筒
は
走
り
束

へ
五
〇
度
の
傾
斜
を
有
す
｡
断
層
粘
土
は
約
二
七
糎
､
ー東
方
は
髄
質
砂
岩
略
し
y
北
三

〇
度
粟
､
閣
北
に
向
ひ
て
四
〇
度
の
傾
斜
を
有
し
､
両
方
は
白
色
の
凝
次
頁
岩
ほ
し
で
北
四
〇
度
朱
､
西
北
は
向
S

二
五
度
の
傾
斜
社
有
す
る
(第
三
閲
)
｡
本
断
層
は
前
記
衝
上
断
簡
の
敬
生
せ
し
場
所
は
帯
び
生
じ
た
る
正
断
層
は
し

て
断
暦
線
の
東
西
は
露
出
す
る
化
石
暦
の
樽
位
に
よ
-
て
約
二
〇
米
前
後
の
尭
溶
断
暦
と
推
定
ru
る
J
も
席
上
断
層

の
落
差
を
明
に
せ
ざ
る
h
t以
て
本
断
簡
の
落
差
も
明
か
で
な
い
｡
而
し
て
本
断
層
は
南
行
す
る
ほ
つ
れ
て
其
の
規
模

を
大
に
す
る
が
如
-
､
六
甲
山
塊
を
横
断
す
る
糞
婆
を
る

-1
っ
の
地
質
構
造
線
を
な
す
も
の
で
あ
る
｡
其
他
小
断
層

多
け
れ
ど
も
特
に
山
田
第
三
紀
層
の
構
造
は
槻
係
保

き
も
の
は
以
上
四
断
暦
で
あ
っ
て
､
大
池
の
西
ガ
は
北
三
〇
度

西
に
走

る
来
港
の
断
層
p
店
概
の
西
方
に
於
け
る
西
北
に
走
る
小
断
層
等
は
主
要
な
る
も
の
で
あ
る
｡

以
上
各
断
層
利
互
の
閲
係
を
見
る
ほ
､
術
上
断
瀞
は
第
三
紀
層
低
域
の
中
央
部
を
横
断
L
t
敢
初
は
生
成
せ
る
p
,

P

の
な
る
が
如
-
､
こ
れ
に
次
ぎ
で
宛
北
よ
も
西
南
叉
は
東
西
は
近
-
走
る
断
層
'
即
ち
谷
上
噺
厨

｡
山
田
断
層
磯
生

し
て
､
衛
上
断
層
を
裁
断
し
､
敢
後
に
南
北
に
近
負
二
二
の
谷
断
層
の
畿
生
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
三
の
谷
断
層
の

7
部

分
は
衛
上
断
層
と
同

山
の
地
鍋
線
に
再
活
動
せ
し
も
の
と
考

へ
ら
る
｡

(瓦
)稽

曲

山
田
筋
三
配
暦
は
水
平
乃
糞
六
〇
鹿
に
至
る
範
囲
の
傾
斜
を
有
し
､
水
牛
又
は

L
C
度
以
内
の
綬

傾
斜
聖
不
す
邦
は
下
谷
上
の
東
方
'
唐
欄
の
南
方
､
大
池
の
西
南
等
数
ヶ
所
は
過
ぎ
ず
.
多
-
は
二
〇
度
以
上
の
傾

斜
を
有
し
､
四
〇
度
以
上
の
急
傾
斜
堅
ホ
す
魔
が
多

い
｡
今
､
地
域
を
横
断
す
る
衝
上
断
層
の
区
域
に
よ
･cN
関
南

置

｡
中
央
霞

｡
東
北
閲
の
三
低
域
に
分
で
ば
西
南
匿
は
於
で
は
谷
上
断
層
崖
は
近
-
rJ
れ
と
年
産
し
て
向
斜
軸
が
あ

る
｡
而
し
て
下
谷
上
相
方
附
近
は
凸
面
む
的
南
に
向
け
て
轡
曲
L
p
谷
上
断
層
と
山
田
断
簡
と
は
よ
っ
で
著
し
-
魔

兵
ー-1i
懸
布
鵬
町
田
南
鮮
三
紀
府
の
耕
法

九

九



地

球

節
二
十
五
穆

餅
一
班

1
0

.1
0

肺
n
れ
た
る
構
造
を
印
し
て
ゐ
る
｡

中
央
匿
に
於
で
は
山
つ
の
向
斜
構
造
の
外
は
'
何

山
つ
の
小
規
模
在
る
背
斜
摺
曲
と
小
夜
る
向
斜
摺
曲
と
が
あ
っ

て
t
fJ
れ
等
の
小
背
斜
軸
と
小
向
斜
軸
と
は
波
状
を
覆
し
て
互
に
は
ヾ

中
速
L
t
東
商
よ
-
西
北
の
石
其
粗
面
岩
地

帯
に
近
-
摺
曲
の
浬
n
を
槍
し
て
ゐ
る
｡
谷
上
断
層
と
山
河
断
層
と
の
地
購
構
造
の
影
響
は
出
田
第
三
紀
層
の
向
斜

構
造
は
靭
係
洗

き
も
の
と
瓜
は
る
｡
兼
北
匿
は
於
て
は
局
部
的
小
断
層
の
影
響
に
よ
わ
で
壁
化
は
富
ひ
も
､
凸
面
を

兼
は
向
け
た
る
轡
曲
構
造
を
不
し
て
､
主
と
し
て
輯
又
は
西
商
は
傾
斜
す
る
｡
西
南
直
は
こ
れ
は
反
し
'
凸
面
を
西

に
向
け
て
轡
-EHI
す
る
｡

以
上
､
各
区
域
の
構
造
は
つ
き
で
見
る
ほ
う
東
北
区
は
轡
曲
せ
る
畢
斜
構
造
を
な
し
'
中
央
匠
と
餌
商
隆
は
向
斜

褐
曲
構
造
を
有
し
､
特
は
中
央
区
は
波
状
の
摺
曲
構
造
が
顕
著
で
あ
る
｡
乙
の
両
地
畷
中
､
特
は
中
央
位
は
兼
南
よ

み
の
衝
上
作
用
の
影
響
顕
著
に
し
て
.
波
状
の
神
曲
構
造
も
其
の
横
魔
力
に
原
因
す
る
に
外
在
ら
ぬ
｡

四
､
結

論

二

有
馬
町
の
西
南
の
小
地
域
に
春
衣
す
る
第
三
紀
層
は
武
原
郡
山
田
村
と
有
馬
郡
有
野
村
と
は
踏
み
､
大
部
は

山
田
村
に
屠
す
る
を
以

て之
を
山
田
第
三
紀
層
と
呼
ぶ
｡

二
.
山
田
第
三
紀
層
は
我
尚
岩
と
石
英
粗
而
岩
と
を
基
磐
と
し
､
枇
測
せ
る
骨
原
約
二
五
〇
米
､
乃
華
こ
こ
0
0
米
､

基
底
部
と
上
部
に
は
磯
岩
多

dTJも
一
般
に
凝
衣
砂
岩
と
凝
次
貢
岩
に
富
み
植
物
化
石
と
褐
炭
屠
と
を
埋
蔵
す
る
｡
地

層
の
性
貿
上
之
を
中
新
世
と
覆
し
'
六
甲
山
地
の
西
方
に
虞
-
分
布
す
る
第
三
紀
層
奥
畑
瀞
以
上
豊
郷
層
に
封
此
す



る
も
の
で
あ
る
｡

三
七
荷
上
断
層
は
石
英
粗
面
岩
塊
に
妨
げ
ら
れ
轡
曲
し
っ
～
地
位
を
横
断
し
､
そ
の
た
め
第
三
紀
層
は
西
南
'
中

央
'
東
北
の
三
匠
に
分
る
｡
街
上
断
層
に
次
ぎ
て
莱
北
-
西
南
､
叉
は
東
西
に
近

さ
谷
上
断
層
､
山
田
断
層
､
こ
れ

に
次
ぎ
て
南
北
に
近

さ
三
の
谷
断
層
を
鐘
じ
て
ゐ
る
｡

四
､
摺
曲
構
造
は
向
斜
構
造
が
主
で
あ
っ
て
'
中
央
匿
に
著
し
-
'
西
南
区
に
於
で
も
春
在
す
と
錐
も
東
北
区
は

翠
斜
構
造
を
な
す
｡
衝
上
作
用
の
直
接
影
響
せ
る
中
央
区
に
摺
曲
顕
著
在
る
轟
賓
は
'
両
者
に
開
係
の
保

き
こ
と
を

推
定
せ
し
め
る
｡

(
昭
利

1
0
年

lt
〇
月

1
0
日
柄
)

原

始

頭

足

類

の

系
統

分

類

論

解

説

(

一

)

小

林

貞

一

一
､

ハ
イ
ヤ
ツ
ト
の
分
類
と
其
の
難
色

嘗
つ
で
化
石
斯
鵡
貝
の
研
究
が
撃
査
問
を
凪
廓
し
て
ゐ
た

'1
イ
ヤ
ツ
ー
の
分
粕
は
最
近
過
去
十
年
間
は
其
の
根
概

を
革
検
討
ru
机
で
其
の
結
兆
危
機
に
頻
し
て
ゐ
る
｡
斯
-
の
如
き
磯
骨
を
導
-
に
至
っ
た
其
の
誘
因
は

1
つ
に
は
北

米
の
所
謂
オ
ッ
ア
-
キ
ャ
ン
頭
足
粗
の
研
究
で
あ
わ
､
他
は
我
が
東
亜
轡
々
統
及
び
鳳
両
統
頭
足
粗
の
研
究
で
あ
る
｡

丑

等
の
雨
資
料
は
時
代
的
は
見
て
'1
イ
ヤ
ツ
ト
の
研
究
常
時
取
扱
ふ
こ
と
を
符
た
る
も
の
よ
-
79
温
か
に
i;
い
も
の

胎
的
鎖
足
籾

の
系
統
分
胡
諭
僻
訟

二

二


